
森
林
か
ら
」
35
号
参
照
）

大
型
猛
禽
類
の
行
動
圏
や
食
性
な
ど
を

調
べ
、
森
林
と
の
関
係
を
把
握
。

③
ほ
乳
類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
Ｗ
Ｇ

中
小
型
ほ
乳
類
の
暮
ら
し
を
調
べ
、
森

林
と
の
関
係
を
把
握
。

④
渓
流
環
境
復
元
Ｗ
Ｇ
（「
関
東
の
森
林
か

ら
」
34
号
参
照
）

エ
リ
ア
内
で
実
施
さ
れ
る
治
山
事
業
に

つ
い
て
、
渓
流
の
連
続
性
が
図
れ
る
よ
う

検
討
。

⑤
環
境
教
育
Ｗ
Ｇ
（「
関
東
の
森
林
か
ら
」

29
号
、
30
号
、
31
号
、
33
号
参
照
）

児
童
、
生
徒
や
一
般
市
民
を
対
象
に
し

た
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
と
実
践
。

⑥
地
域
づ
く
り
Ｗ
Ｇ

地
域
住
民
に
よ
る
水
源
の
森
の
整
備
や
、

赤
谷
の
森
の
歴
史
の
調
査
な
ど
地
域
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
繋
が
り
の
強
化
を
推
進
。

⑦
フ
ィ
ー
ル
ド
利
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｗ
Ｇ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
エ
リ
ア
の
利
用
に
関
す

る
ル
ー
ル
の
検
討
。

こ
の
よ
う
に
、
19
年
度
の
活
動
と
し
て

は
、
毎
年
の
デ
ー
タ
の
積
み
重
ね
が
重
要

で
あ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
関
係
の
Ｗ
Ｇ
で
は

粛
々
と
活
動
を
続
け
、
今
回
の
企
画
運
営

会
議
で
新
た
に
設
置
さ
れ
た
地
域
づ
く
り

Ｗ
Ｇ
が
地
域
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
繋
が

り
を
強
化
す
る
活
動
を
始
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
広
報
誌
の
定
期
的
な
発
行
な
ど
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
情
報
発
信
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
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全
国
的
に
暖
冬
と
い
わ
れ
た
今
年
の
冬
、

赤
谷
の
森
で
も
本
格
的
な
雪
を
待
ち
な
が

ら
３
月
と
な
り
、
マ
ン
サ
ク
の
花
が
咲
き

は
じ
め
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
体
の
方
向
性
を
決
定
す
る
企
画
運
営
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
３
月
５
日

に
開
催
さ
れ
、
18
年
度
の
事
業
報
告
と
19

年
度
の
事
業
計
画
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
企
画
運
営
会
議
の
内
容

を
元
に
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
み

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
全
体
を
見

る
と
、
生
物
多
様
性
復
元
研
究
事
業
、
環

境
教
育
事
業
、
情
報
発
信
事
業
、
フ
ィ
ー

ル
ド
管
理
事
業
の
４
つ
の
事
業
に
大
別
で

き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
は
、
活
動

内
容
ご
と
に
中
核
３
団
体
（
地
域
協
議
会
、

日
本
自
然
保
護
協
会
、
関
東
森
林
管
理
局
）

で
議
論
す
る
場
や
専
門
家
が
加
わ
り
調

査
・
研
究
す
る
場
と
し
て
、
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
）
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
こ
の
Ｗ
Ｇ
は
テ
ー
マ
毎
に

７
つ
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
物
多
様
性

復
元
研
究
事
業
に
は
①
植
生
管
理
Ｗ
Ｇ
、

②
猛
禽
類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
Ｗ
Ｇ
、
③
ほ
乳

類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
Ｗ
Ｇ
、
④
渓
流
環
境
復

元
Ｗ
Ｇ
の
４
つ
が
あ
り
、
環
境
教
育
事
業

に
は
⑤
環
境
教
育
Ｗ
Ｇ
、
⑥
地
域
づ
く
り

Ｗ
Ｇ
の
２
つ
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
事
業

に
は
⑦
フ
ィ
ー
ル
ド
利
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

Ｗ
Ｇ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
多
方
面
に
わ
た
る
７
つ

の
Ｗ
Ｇ
を
取
り
ま
と
め
、
科
学
的
な
観
点

か
ら
の
方
向
性
を
示
す
機
関
と
し
て
自
然

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
情
報
発
信
事
業
に
つ
い
て
は
、

Ｗ
Ｇ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
中
核
３
団
体
が

連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

３
月
に
は
赤
谷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
事

務
局
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
広
報
誌

「
赤
谷
の
森
だ
よ
り
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
方
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
具
体
的
な
活
動

活
動
の
単
位
で
あ
る
Ｗ
Ｇ
の
概
要
は
以

下
の
通
り
で
す
。
既
に
「
関
東
の
森
林
か

ら
」
で
ご
紹
介
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
参
照
下
さ
い
。

①
植
生
管
理
Ｗ
Ｇ
（「
関
東
の
森
林
か
ら
」

28
号
、
29
号
、
32
号
参
照
）

人
工
林
を
天
然
林
へ
戻
す
た
め
の
試
験

地
の
設
定
な
ど
、
生
物
多
様
性
に
資
す
る

森
林
に
つ
い
て
検
討
。

②
猛
禽
類
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
Ｗ
Ｇ
（「
関
東
の

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ープロジェクト４年目の

春が始まります

早春の法師沢、水源の森です
（エリア３）

NACS-Jの田畑理事長のご挨拶で企画
運営会議が始まりました




